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 平成22年２月５日に提出した第102期第３四半期（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）四半期報告書

の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出する

ものであります。 

 なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後の

XBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。  

  

  

 第一部 企業情報 

  第１ 企業の概況 

   １ 主要な経営指標等の推移 

  

  第２ 事業の状況 

   ４ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

      

  第５ 経理の状況 

   １ 四半期連結財務諸表 

    (1) 四半期連結貸借対照表 

    (2) 四半期連結損益計算書 

    (3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

   注記事項 

   （四半期連結損益計算書関係） 

   （セグメント情報） 

   （１株当たり情報） 

  

  訂正箇所は＿を付して表示しております。 

１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

２【訂正事項】

３【訂正箇所】
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（訂正前） 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．第101期第３四半期連結累計期間、第101期、第102期第３四半期連結累計期間及び、第102期第３四半期連結

会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。 

４．第101期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株

当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第101期

第３四半期連結
累計期間 

第102期
第３四半期連結

累計期間 

第101期
第３四半期連結

会計期間 

第102期 
第３四半期連結 

会計期間 
第101期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成21年
４月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成20年
10月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成21年 
10月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成20年
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

売上高（百万円）  65,902  50,458  19,152  18,786  76,199

経常利益 又は 経常損失（△）

（百万円） 
2,228 3,065 △115 1,838 950 

四半期（当期）純利益 又は 

四半期純損失（△）（百万円） 
1,133 1,664 △180 1,023 271 

純資産額（百万円） － － 33,262 33,010 31,133 

総資産額（百万円） － － 68,760 63,983 59,150 

１株当たり純資産額（円） － － 895.99 893.70 841.73 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 又は １株当たり四半期純損

失金額（円） 

32.08 47.41 △5.13 29.16 7.70 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － － 45.8 49.0 50.0 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 3,426  5,653 － －  3,618

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △4,126  △1,679 － －  △4,610

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 2,245  △1,348 － －  1,723

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－ －  6,590  8,123  5,456

従業員数（人） － －  4,585  4,235  4,404
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（訂正後） 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．第101期第３四半期連結累計期間、第101期、第102期第３四半期連結累計期間及び、第102期第３四半期連結

会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。 

４．第101期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株

当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

回次 
第101期

第３四半期連結
累計期間 

第102期
第３四半期連結

累計期間 

第101期
第３四半期連結

会計期間 

第102期 
第３四半期連結 

会計期間 
第101期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成21年
４月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成20年
10月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成21年 
10月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成20年
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

売上高（百万円）  65,902  50,458  19,152  18,786  76,199

経常利益 又は 経常損失（△）

（百万円） 
2,224 3,063 △116 1,837 946 

四半期（当期）純利益 又は 

四半期純損失（△）（百万円） 
1,131 1,663 △181 1,022 269 

純資産額（百万円） － － 33,011 32,757 30,881 

総資産額（百万円） － － 68,931 64,155 59,321 

１株当たり純資産額（円） － － 888.83 886.48 834.56 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 又は １株当たり四半期純損

失金額（円） 

32.03 47.37 △5.15 29.15 7.63 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － － 45.3 48.5 49.5 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 3,426  5,653 － －  3,618

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △4,126  △1,679 － －  △4,610

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 2,245  △1,348 － －  1,723

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－ －  6,590  8,123  5,456

従業員数（人） － －  4,585  4,235  4,404
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（訂正前）  

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

(1) 業績の状況 

当第３四半期連結会計期間における国内経済は、雇用情勢は引き続き厳しい状況にありますが、生産の持ち直し

と輸出の増加などにより、景気は持ち直しつつあります。 

海外におきましては、米国経済は、個人消費や住宅投資の回復や政策効果による下支えもあり、景気は緩やかに

持ち直しております。欧州経済は、失業率は高水準にありますものの、生産や輸出が持ち直しており、景気の下げ

止まりが見えてきました。一方、アジア経済は、中国、インドを中心に景気は回復基調にあります。 

自動車業界におきましては、政府による減税措置や補助金制度により、生産、販売ともに回復傾向にあります

が、円高の進行による為替変動など不安定要素も抱えております。 

このような環境の中、当社グループの主力製品である自動車・輸送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂製品

は、自動車メーカー各社の生産状況の回復を受けて、受注状況も回復傾向にありますが、前年同期の水準までには

至りませんでした。 

その結果、当第３四半期連結会計期間の経営成績は、売上高は、前年同期と比べて1.9％減少し、187億86百万円

となりました。一方、利益面では、グループ全体で取り組んでおります生産性の向上と業務の効率化の効果などに

より、経常利益は、前年同期と比べて19億53百万円増加し、18億38百万円、四半期純利益は前年同期と比べて12億

３百万円増加し、10億23百万円となりました。  

  

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。  

①日本  

売上高は、前年同期と比べて2.7％減少し、111億56百万円となりました。一方、営業利益は、引き続き生産性

の向上と業務の効率化に取り組んできた効果により大幅に改善し、前年同期と比べて10億29百万円増加し、10億

50百万円となりました。 

②北米・中南米  

ブラジルにおきましては、政策効果による生産、販売の回復により好調に推移いたしましたものの、アメリ

カ、メキシコにおける生産回復の遅れの影響を受け、売上高は、前年同期と比べて19.9％減少し、39億80百万円

となりました。一方、営業利益は、当社グループ全体で取り組んでいる収益改善策の効果により、前年同期と比

べて126.0％増加し、３億73百万円となりました。 

③その他   

（欧州） 

取引先自動車メーカーの生産回復がそれほど進みませんでしたが、前年同期に発生した急激な為替変動の影響

が解消したことにより、売上高は、前年同期と比べて217.8％増加し、７億43百万円、営業利益は、前年同期と

比べて１億26百万円増加し、28百万円となりました。 

（中国・アジア） 

東南アジアにおきましては、生産回復の動きがやや鈍かったものの、中国、インドにおきましては、自動車市

場の拡大により好調に推移いたしました結果、売上高は、前年同期と比べて17.4％増加し、29億７百万円、営業

利益は、前年同期と比べて90.4％増加し、３億58百万円となりました。 

  

第２【事業の状況】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により23億26百万円増加（前年同四半期は

５億37百万円減少）、投資活動により６億34百万円減少（前年同四半期は５億67百万円減少）、財務活動により11

億44百万円減少（前年同四半期は17億92百万円増加）などの結果、当第３四半期連結会計期間末には81億23百万円

（前年同四半期は65億90百万円）となりました。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動により得られたキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が15億86百万円、減価償却費が10億

81百万円、売上債権の増加による資金減が９億88百万円、たな卸資産の増加による資金減が４億18百万円、仕入債

務の増加による資金増が12億24百万円、法人税等の支払が４億93百万円などにより、23億26百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により使用されたキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出６億46百万円等により、６億

34百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により使用されたキャッシュ・フローは、短期借入金の減少６億83百万円、長期借入金の返済による減

少１億51百万円、配当金の支払による減少２億81百万円等により、11億44百万円となりました。  
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（訂正後）  

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

(1) 業績の状況 

当第３四半期連結会計期間における国内経済は、雇用情勢は引き続き厳しい状況にありますが、生産の持ち直し

と輸出の増加などにより、景気は持ち直しつつあります。 

海外におきましては、米国経済は、個人消費や住宅投資の回復や政策効果による下支えもあり、景気は緩やかに

持ち直しております。欧州経済は、失業率は高水準にありますものの、生産や輸出が持ち直しており、景気の下げ

止まりが見えてきました。一方、アジア経済は、中国、インドを中心に景気は回復基調にあります。 

自動車業界におきましては、政府による減税措置や補助金制度により、生産、販売ともに回復傾向にあります

が、円高の進行による為替変動など不安定要素も抱えております。 

このような環境の中、当社グループの主力製品である自動車・輸送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂製品

は、自動車メーカー各社の生産状況の回復を受けて、受注状況も回復傾向にありますが、前年同期の水準までには

至りませんでした。 

その結果、当第３四半期連結会計期間の経営成績は、売上高は、前年同期と比べて1.9％減少し、187億86百万円

となりました。一方、利益面では、グループ全体で取り組んでおります生産性の向上と業務の効率化の効果などに

より、経常利益は、前年同期と比べて19億53百万円増加し、18億37百万円、四半期純利益は前年同期と比べて12億

４百万円増加し、10億22百万円となりました。  

  

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。  

①日本  

売上高は、前年同期と比べて2.7％減少し、111億56百万円となりました。一方、営業利益は、引き続き生産性

の向上と業務の効率化に取り組んできた効果により大幅に改善し、前年同期と比べて10億29百万円増加し、10億

49百万円となりました。 

②北米・中南米  

ブラジルにおきましては、政策効果による生産、販売の回復により好調に推移いたしましたものの、アメリ

カ、メキシコにおける生産回復の遅れの影響を受け、売上高は、前年同期と比べて19.9％減少し、39億80百万円

となりました。一方、営業利益は、当社グループ全体で取り組んでいる収益改善策の効果により、前年同期と比

べて126.0％増加し、３億73百万円となりました。 

③その他   

（欧州） 

取引先自動車メーカーの生産回復がそれほど進みませんでしたが、前年同期に発生した急激な為替変動の影響

が解消したことにより、売上高は、前年同期と比べて217.8％増加し、７億43百万円、営業利益は、前年同期と

比べて１億26百万円増加し、28百万円となりました。 

（中国・アジア） 

東南アジアにおきましては、生産回復の動きがやや鈍かったものの、中国、インドにおきましては、自動車市

場の拡大により好調に推移いたしました結果、売上高は、前年同期と比べて17.4％増加し、29億７百万円、営業

利益は、前年同期と比べて90.4％増加し、３億58百万円となりました。 
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(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により23億26百万円増加（前年同四半期は

５億37百万円減少）、投資活動により６億34百万円減少（前年同四半期は５億67百万円減少）、財務活動により11

億44百万円減少（前年同四半期は17億92百万円増加）などの結果、当第３四半期連結会計期間末には81億23百万円

（前年同四半期は65億90百万円）となりました。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動により得られたキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が15億85百万円、減価償却費が10億

81百万円、売上債権の増加による資金減が９億88百万円、たな卸資産の増加による資金減が４億18百万円、仕入債

務の増加による資金増が12億24百万円、法人税等の支払が４億93百万円などにより、23億26百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により使用されたキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出６億46百万円等により、６億

34百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により使用されたキャッシュ・フローは、短期借入金の減少６億83百万円、長期借入金の返済による減

少１億51百万円、配当金の支払による減少２億81百万円等により、11億44百万円となりました。  
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（訂正前）  

  

第５【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

    
当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表  
（平成21年３月31日） 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 8,254 5,587

  受取手形及び売掛金 14,570 10,054

  商品及び製品 2,266 2,322

  仕掛品 2,099 1,712

  原材料及び貯蔵品 3,244 4,194

  繰延税金資産 204 300

  その他 1,515 1,575

  流動資産合計 32,153 25,744

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物及び構築物 12,894 12,854

   機械装置及び運搬具 43,905 43,845

   工具、器具及び備品 6,554 6,158

   土地 3,404 3,368

   リース資産 79 79

   建設仮勘定 678 801

   減価償却累計額 △42,886 △40,732

   有形固定資産合計 24,627 26,372

  無形固定資産 

   のれん 87 226

   その他 301 302

   無形固定資産合計 387 527

  投資その他の資産 

   投資有価証券 4,003 3,500

   繰延税金資産 2,369 2,541

   その他 442 464

   投資その他の資産合計 6,815 6,505

  固定資産合計 31,829 33,405

 繰延資産 1 1

 資産合計 63,983 59,150
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（単位：百万円）

      
当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表  
（平成21年３月31日）  

負債の部 

 流動負債 

  支払手形及び買掛金 11,208 8,207

  短期借入金 7,167 7,390

  未払金 1,435 1,120

  未払法人税等 699 212

  賞与引当金 214 664

  その他 1,091 936

  流動負債合計 21,815 18,529

 固定負債 

  長期借入金 2,219 2,844

  退職給付引当金 6,625 6,283

  役員退職慰労引当金 202 232

  その他  112 129

  固定負債合計 9,158 9,488

 負債合計 30,972 28,017

純資産の部 

 株主資本 

  資本金 3,481 3,481

  資本剰余金 3,031 3,031

  利益剰余金 27,451 26,209

  自己株式 △1,302 △1,268

  株主資本合計 32,662 31,453

 評価・換算差額等 

  その他有価証券評価差額金 1,382 936

  繰延ヘッジ損益 2 △2

  為替換算調整勘定 △2,694 △2,791

  評価・換算差額等合計 △1,310 △1,856

 少数株主持分 1,658 1,536

 純資産合計 33,010 31,133

負債純資産合計 63,983 59,150
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（訂正後）  

  

（単位：百万円）

    
当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日） 

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表  
（平成21年３月31日） 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 8,254 5,587

  受取手形及び売掛金 14,570 10,054

  商品及び製品 2,266 2,322

  仕掛品 2,099 1,712

  原材料及び貯蔵品 3,244 4,194

  繰延税金資産 204 300

  その他 1,515 1,575

  流動資産合計 32,153 25,744

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物及び構築物 12,894 12,854

   機械装置及び運搬具 43,905 43,845

   工具、器具及び備品 6,554 6,158

   土地 3,404 3,368

   リース資産 79 79

   建設仮勘定 678 801

   減価償却累計額 △42,886 △40,732

   有形固定資産合計 24,627 26,372

  無形固定資産 

   のれん 87 226

   その他 301 302

   無形固定資産合計 387 527

  投資その他の資産 

   投資有価証券 4,003 3,500

   繰延税金資産 2,541 2,712

   その他 442 464

   投資その他の資産合計 6,987 6,676

  固定資産合計 32,001 33,576

 繰延資産 1 1

 資産合計 64,155 59,321
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（単位：百万円）

      
当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）  

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表  
（平成21年３月31日）  

負債の部 

 流動負債 

  支払手形及び買掛金 11,208 8,207

  短期借入金 7,167 7,390

  未払金 1,435 1,120

  未払法人税等 699 212

  賞与引当金 214 664

  その他 1,091 936

  流動負債合計 21,815 18,529

 固定負債 

  長期借入金 2,219 2,844

  退職給付引当金 7,051 6,707

  役員退職慰労引当金 202 232

  その他  112 129

  固定負債合計 9,583 9,912

 負債合計 31,398 28,440

純資産の部 

 株主資本 

  資本金 3,481 3,481

  資本剰余金 3,031 3,031

  利益剰余金 27,198 25,957

  自己株式 △1,302 △1,268

  株主資本合計 32,409 31,201

 評価・換算差額等 

  その他有価証券評価差額金 1,382 936

  繰延ヘッジ損益 2 △2

  為替換算調整勘定 △2,694 △2,791

  評価・換算差額等合計 △1,310 △1,856

 少数株主持分 1,658 1,536

 純資産合計 32,757 30,881

負債純資産合計 64,155 59,321
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（訂正前）  

  

（２）【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

売上高 65,902 50,458

売上原価 57,613 42,458

売上総利益 8,290 8,000

販売費及び一般管理費 ※1  5,693 ※1  4,938

営業利益 2,596 3,062

営業外収益 

 受取利息 19 9

 受取配当金 84 39

 為替差益 － 61

 その他 278 236

 営業外収益合計 382 345

営業外費用 

 支払利息 319 248

 為替差損  243 －

 その他 188 94

 営業外費用合計 750 342

経常利益 2,228 3,065

特別利益 

 前期損益修正益 － 78

 固定資産売却益 － 18

 投資有価証券売却益  232 －

 特別利益合計 232 96

特別損失 

 前期損益修正損 61 －

 固定資産除却損 14 14

 投資有価証券評価損  255 256

 その他  8 －

 特別損失合計 337 270

税金等調整前四半期純利益 2,123 2,892

法人税、住民税及び事業税 676 1,101

法人税等調整額 173 △1

法人税等合計 849 1,100

少数株主利益 142 128

四半期純利益 1,133 1,664
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（訂正後）  

  

（単位：百万円）

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

売上高 65,902 50,458

売上原価 57,638 42,484

売上総利益 8,264 7,975

販売費及び一般管理費 ※1  5,671 ※1  4,914

営業利益 2,593 3,060

営業外収益 

 受取利息 19 9

 受取配当金 84 39

 為替差益 － 61

 その他 278 236

 営業外収益合計 382 345

営業外費用 

 支払利息 319 248

 為替差損  243 －

 その他 188 94

 営業外費用合計 750 342

経常利益 2,224 3,063

特別利益 

 前期損益修正益 － 78

 固定資産売却益 － 18

 投資有価証券売却益  232 －

 特別利益合計 232 96

特別損失 

 前期損益修正損 61 －

 固定資産除却損 14 14

 投資有価証券評価損  255 256

 その他  8 －

 特別損失合計 337 270

税金等調整前四半期純利益 2,120 2,890

法人税、住民税及び事業税 676 1,101

法人税等調整額 171 △2

法人税等合計 847 1,099

少数株主利益 142 128

四半期純利益 1,131 1,663
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（訂正前）  

  

【第３四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

  
前第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

売上高 19,152 18,786

売上原価 17,134 15,284

売上総利益 2,018 3,502

販売費及び一般管理費 ※1  1,742 ※1  1,693

営業利益 276 1,809

営業外収益 

 受取利息 4 △5

 受取配当金 32 14

 為替差益 － 25

 その他 131 78

 営業外収益合計 167 112

営業外費用 

 支払利息 97 58

 為替差損  374 －

 その他 86 25

 営業外費用合計 557 83

経常利益又は経常損失（△） △115 1,838

特別利益 

 前期損益修正益 － 2

 固定資産売却益 － 3

 投資有価証券売却益  232 －

 特別利益合計 232 6

特別損失 

 前期損益修正損 △11 －

 固定資産除却損 － 3

 投資有価証券評価損  255 256

 その他  8 －

 特別損失合計 252 258

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△）  
△134 1,586

法人税、住民税及び事業税 △154 420

法人税等調整額 188 72

法人税等合計 33 492

少数株主利益 13 71

四半期純利益又は四半期純損失（△） △180 1,023
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（訂正後）  

  

（単位：百万円）

  
前第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

売上高 19,152 18,786

売上原価 17,143 15,292

売上総利益 2,010 3,493

販売費及び一般管理費 ※1  1,735 ※1  1,685

営業利益 275 1,808

営業外収益 

 受取利息 4 △5

 受取配当金 32 14

 為替差益 － 25

 その他 131 78

 営業外収益合計 167 112

営業外費用 

 支払利息 97 58

 為替差損  374 －

 その他 86 25

 営業外費用合計 557 83

経常利益又は経常損失（△） △116 1,837

特別利益 

 前期損益修正益 － 2

 固定資産売却益 － 3

 投資有価証券売却益  232 －

 特別利益合計 232 6

特別損失 

 前期損益修正損 △11 －

 固定資産除却損 － 3

 投資有価証券評価損  255 256

 その他  8 －

 特別損失合計 252 258

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△）  
△135 1,585

法人税、住民税及び事業税 △154 420

法人税等調整額 187 72

法人税等合計 33 491

少数株主利益 13 71

四半期純利益又は四半期純損失（△） △181 1,022
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（訂正前）  

  

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

   
前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前四半期純利益 2,123 2,892

 減価償却費 3,401 3,263

 のれん償却額 139 136

 受取利息及び受取配当金 △103 △47

 支払利息 319 248

 投資有価証券売却損益（△は益）  △225 －

 投資有価証券評価損益（△は益）  255 256

 売上債権の増減額（△は増加） 1,429 △4,458

 たな卸資産の増減額（△は増加） △628 732

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,411 2,977

 その他 △171 536

 小計 5,128 6,534

 利息及び配当金の受取額 103 47

 利息の支払額 △318 △271

 法人税等の支払額 △1,487 △657

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,426 5,653

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 有形固定資産の取得による支出 △4,314 △1,668

 有形固定資産の売却による収入 － 18

 投資有価証券の取得による支出 △40 △11

 投資有価証券の売却による収入  354 －

 その他 △127 △18

 投資活動によるキャッシュ・フロー △4,126 △1,679

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 短期借入れによる収入 5,014 11,450

 短期借入金の返済による支出 △2,791 △11,673

 長期借入れによる収入 1,736 9

 長期借入金の返済による支出 △970 △646

 自己株式の取得による支出 △175 △34

 配当金の支払額 △565 △421

 少数株主への配当金の支払額 △4 △34

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,245 △1,348

現金及び現金同等物に係る換算差額 △209 40

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,336 2,667

現金及び現金同等物の期首残高 5,254 5,456

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  6,590 ※1  8,123
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（訂正後）  

  

（単位：百万円）

   
前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 税金等調整前四半期純利益 2,120 2,890

 減価償却費 3,401 3,263

 のれん償却額 139 136

 受取利息及び受取配当金 △103 △47

 支払利息 319 248

 投資有価証券売却損益（△は益）  △225 －

 投資有価証券評価損益（△は益）  255 256

 売上債権の増減額（△は増加） 1,429 △4,458

 たな卸資産の増減額（△は増加） △628 732

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,411 2,977

 その他 △168 538

 小計 5,128 6,534

 利息及び配当金の受取額 103 47

 利息の支払額 △318 △271

 法人税等の支払額 △1,487 △657

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,426 5,653

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 有形固定資産の取得による支出 △4,314 △1,668

 有形固定資産の売却による収入 － 18

 投資有価証券の取得による支出 △40 △11

 投資有価証券の売却による収入  354 －

 その他 △127 △18

 投資活動によるキャッシュ・フロー △4,126 △1,679

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 短期借入れによる収入 5,014 11,450

 短期借入金の返済による支出 △2,791 △11,673

 長期借入れによる収入 1,736 9

 長期借入金の返済による支出 △970 △646

 自己株式の取得による支出 △175 △34

 配当金の支払額 △565 △421

 少数株主への配当金の支払額 △4 △34

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,245 △1,348

現金及び現金同等物に係る換算差額 △209 40

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,336 2,667

現金及び現金同等物の期首残高 5,254 5,456

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  6,590 ※1  8,123
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（訂正前） 

  

（訂正後） 

  

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

運送費 百万円1,211

従業員給与・賞与 百万円1,809

技術研究費 百万円766

退職給付費用 82百万円

運送費 百万円961

従業員給与・賞与 百万円1,831

技術研究費 百万円763

退職給付費用 125百万円

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

運送費 百万円393

従業員給与・賞与 百万円537

技術研究費 百万円254

退職給付費用 27百万円

運送費 百万円358

従業員給与・賞与 百万円541

技術研究費 百万円277

退職給付費用 41百万円

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

運送費 百万円1,211

従業員給与・賞与 百万円1,809

技術研究費 百万円766

退職給付費用 59百万円

運送費 百万円961

従業員給与・賞与 百万円1,831

技術研究費 百万円763

退職給付費用 101百万円

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

運送費 百万円393

従業員給与・賞与 百万円537

技術研究費 百万円254

退職給付費用 20百万円

運送費 百万円358

従業員給与・賞与 百万円541

技術研究費 百万円277

退職給付費用 33百万円

19



（訂正前）  

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

  

（セグメント情報）

【所在地別セグメント情報】

  
日本 

(百万円) 
北米・中南米
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  11,474  4,970  2,708  19,152  －  19,152

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 6,225  1,489  748  8,463  △8,463  －

計  17,698  6,460  3,457  27,615  △8,463  19,152

営業利益 21  165  90 276  － 276 

  
日本 

(百万円) 
北米・中南米
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  11,156  3,980  3,649  18,786  －  18,786

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 6,063  1,331  616  8,010  △8,010  －

計  17,220  5,311  4,265  26,796  △8,010  18,786

営業利益 1,050  373  386 1,809  － 1,809 
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前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1)北米・中南米…アメリカ・カナダ・メキシコ・ブラジル 

(2)その他…アジア・ヨーロッパ地域 

  

  
日本 

(百万円) 
北米・中南米
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  37,404  16,851  11,647  65,902  －  65,902

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 21,274  4,496  2,268  28,039  △28,039  －

計  58,679  21,348  13,915  93,941  △28,039  65,902

営業利益 1,036  592  969 2,596  － 2,596 

  
日本 

(百万円) 
北米・中南米
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  29,642  10,877  9,939  50,458  －  50,458

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 16,353  2,876  1,625  20,853  △20,853  －

計  45,995  13,753  11,563  71,311  △20,853  50,458

営業利益 2,097  335  630 3,062  － 3,062 
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（訂正後）  

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

  

  
日本 

(百万円) 
北米・中南米
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  11,474  4,970  2,708  19,152  －  19,152

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 6,225  1,489  748  8,463  △8,463  －

計  17,698  6,460  3,457  27,615  △8,463  19,152

営業利益 20  165  90 275  － 275 

  
日本 

(百万円) 
北米・中南米
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  11,156  3,980  3,649  18,786  －  18,786

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 6,063  1,331  616  8,010  △8,010  －

計  17,220  5,311  4,265  26,796  △8,010  18,786

営業利益 1,049  373  386 1,808  － 1,808 
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前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1)北米・中南米…アメリカ・カナダ・メキシコ・ブラジル 

(2)その他…アジア・ヨーロッパ地域 

  

  
日本 

(百万円) 
北米・中南米
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  37,404  16,851  11,647  65,902  －  65,902

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 21,274  4,496  2,268  28,039  △28,039  －

計  58,679  21,348  13,915  93,941  △28,039  65,902

営業利益 1,033  592  969 2,593  － 2,593 

  
日本 

(百万円) 
北米・中南米
(百万円) 

その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  29,642  10,877  9,939  50,458  －  50,458

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 16,353  2,876  1,625  20,853  △20,853  －

計  45,995  13,753  11,563  71,311  △20,853  50,458

営業利益 2,095  335  630 3,060  － 3,060 
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（訂正前）  

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額 又は１株当たり四半期純損失等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 （注） １株当たり四半期純利益金額 又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

（１株当たり情報）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日）   

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 893.70円 １株当たり純資産額 841.73円

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 32.08円 １株当たり四半期純利益金額 47.41円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

四半期純利益（百万円） 1,133 1,664 

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,133 1,664 

期中平均株式数（千株）  35,311  35,098

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

－ － 

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純損失金額 △5.13円 １株当たり四半期純利益金額 29.16円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効

果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

  
前第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

四半期純利益 又は 四半期純損失（△） 

（百万円） 
△180 1,023 

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益 又は 

四半期純損失（△）（百万円） 
△180 1,023 

期中平均株式数（千株）  35,162  35,082

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

－ － 
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（訂正後）  

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額 又は１株当たり四半期純損失等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 （注） １株当たり四半期純利益金額 又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日）   

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 886.48円 １株当たり純資産額 834.56円

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 32.03円 １株当たり四半期純利益金額 47.37円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

四半期純利益（百万円） 1,131 1,663 

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,131 1,663 

期中平均株式数（千株）  35,311  35,098

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

－ － 

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純損失金額 △5.15円 １株当たり四半期純利益金額 29.15円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効

果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

  
前第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

四半期純利益 又は 四半期純損失（△） 

（百万円） 
△181 1,022 

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益 又は 

四半期純損失（△）（百万円） 
△181 1,022 

期中平均株式数（千株）  35,162  35,082

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

－ － 
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